
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アクシア通信高校部 Vol. ４７ 
２０１６．2.15 

 

今月のＴＯＰＩＸ  ～2016年センター試験速報～ 

1 月16日（土）・17日（日）に2016年度大学入試センター試験（以下、センター

試験）が実施されました。一部の会場で、試験監督者のミスなどによるトラブルは   

ありましたが、おおむね順調に試験が実施されました。 

また、1 月23日（土）・24日（日）にはセンター試験の追試験と再試が実施されま

した。追試験の受験許可者数は177名、再試験の受験者数は17名でした。 

今年度のセンター試験からは、国語、外国語、地理歴史、公民が新しい教育課程に

対応した試験になりました（数学と理科はすでに2015年度から新課程になってい

ます）。しかし、改訂前の旧教育課程で学んできた既卒生のための特別な措置はと

られませんでした。 

今回のセンター試験の志願者数は、前年度よりも4,636人多い563,768人でした。

受験生世代にあたる18歳人口が前年度よりも約10,000人減少していながら志願者

数が増えたのは、大学進学率の上昇傾向が背景にあるといえます。 

最も受験者数の多かった英語（筆記）は112.45点（200点満点）で前年度よりも 

3.72点のダウンでした。英語（筆記）は、このところ平均点の変動の幅が小さく、

適度な難易度の出題が続いているといえるでしょう。また、英語（リスニング）は 

30.81点（50点満点）で前年度よりも4.58点ダウンしました。英語（リスニング）

は2013年度以降平均点の上昇が続いていました、今年度はダウンに転じました。 

次に受験者数の多かった国語は129.39点（200点満点）で前年度よりも10.17点  

上昇しました。国語では2013年度、2014年度で問題が特に難しく平均点が低かっ

たのですが、前年度（2015年度）や今年度（2016年度）は難易度が標準的なもの

になり平均点も上昇してきています。 

地理歴史と公民についてみていくと、世界史Bが67.27点で1.63点上昇、日本史Bが

65.55点で3.54点上昇、地理Bが60.12点で1.53点上昇、『倫理、政治・経済』が  

60.49点で0.92点上昇と、主要科目はいずれも平均点が上昇しました。地理歴史と

公民では、前年度（2015年度）に平均点が軒並みダウンしており、今年度（2016

年度）はそこから回復したものとみることができます。 

数学と理科は、前年度（2015年度）からすでに新課程になっています。数学では、

今年度の『数学Ⅰ・数学A』の平均点は55.29点と前年度より5.98点ダウンしていま

す。一方、『数学Ⅱ・数学B』は47.94点で前年度より8.63点と大幅に上昇していま

す。これは、前年度の『数学Ⅱ・数学B』の試験が特に難しく平均点が非常に低か

ったためです。 

理科は、前年度（2015年度）の試験では得点調整が行われています。ここでは、 

得点調整後の点数と今年度（2016年度）の成績を比較してみていきます。「物理」

の平均点は61.71点で前年度より2.60点のダウン、「化学」は54.50点で8.00点の  

ダウン、「生物」は63.62点で8.63点の上昇、「地学」は38.59点で2.32点の   

ダウンでした。「生物」の平均点の上昇が際立っています。 

【今月の問題】                 ●●● 

図のように、●が横３列、縦５列並んでいます。        ●●● 

この●を３個動かして、三角形を作成してください。      ●●● 

                              ●●● 

                              ●●● 

 

新学年で良いスタートがきれるかどうかは、学校の授業

が進まない春休みの期間の努力にかかっています。新学年

では、既習内容を｢理解している｣前提でどんどん授業が 

進んでいきます。この春期講座で、学び残しをしっかりと

解消しておきましょう！ 

詳細につきましては、別紙提案書をご確認ください。 

【先月の解答例】 

11+112＝ 5 

「１」の本数が答えとなります!! 

 

① 朝型の生活リズムを維持しよう 

 

②学習計画を再点検しよう 

 

③過去問演習で実戦力を身につけよう 


